
１ 経営理念　　　【教育目標】

２　学校評価表 平成22年4月1日

改善計画

7月 1月
ｇ
達
成

ｇ
達
成

イロハ

○国語・算数の学
習内容定着の徹底
を図る。

・国語・算数の基礎・基本の定
着のため毎日宿題を出し，やり
きらせる。
・チャレンジタイムで言語活
動，漢字の読み書き，計算を全
クラスで確実に実施する。

知

学期末テストの全
国平均点より高い
児童の割合（％） 75

○授業の中で考え
を書く活動を取り
入れ，考える力を
高める。

・授業の中で，ねらいを
もった「書く」活動を全学
級で実践する。 知

自力解決の記述内容
レベルが３の児童の
割合（％）
(担任評価)

80

○学習規律をつけ
る。（立腰・相手を意
識し，反応して聞く。）

・相手を見て背筋を伸ばし
て姿勢よく話を聞く。

知

姿勢よく学習して
いる児童の割合
（％）（参観日ア
ンケート）

70

○自分の思いを堂々
と表現できる子ども
を育成する。

・授業や行事等で肯定的評
価をしていく。

徳

「自分にはよいと
ころがある」とい
う児童の割合
（％）

75

○地域を知り，地域
に親しみ，地域のた
めに行動する子ども
の育成をする。

・道徳の時間に各学年で地
域についての教材開発や見
直しを行って実践し，その
授業記録集を作る。

徳

「地域が好き」
「夢を持ってい
る」という児童の
割合（％）

85

◎体力つくり
に取り組みま
す。

○しなやかな体を
つくる。（柔軟
性・筋力の向上）

・体育の時間に，柔軟運動・筋
力強化運動や記録カードを利用
して，継続した取り組みをす
る。

体

１学期より記録が
向上した児童の割
合（％）

75

◎基本的な生
活習慣の確立
を図ります。

○ハンカチ・ティッ
シュ携帯，爪切りを
習慣化する。

・日々の点検や指導の徹底を行
う。
・保護者への啓発活動を行う。 体

ハンカチ等携帯する児
童，爪を切っている児
童の割合（％）（月１
回程度の点検）

70

◎食育の推進
を図ります。

○「食」に対する
意識を高める。

・朝会や授業等の実践及び
研修を進める。 体

給食を残さず食べ
る児童の割合
（％）

75

○顔を見て，はっ
きり相手に伝わる
ようにあいさつを
する。

・学校や学級の目標にする。
・児童会役員が主体となり，あ
いさつ運動をする。 生活

レベル３以上のあいさ
つができる児童の割合
（自分の方から、大き
な声であいさつする）

80

○そうじを時間
いっぱいだまって
行う。

・そうじの取り組みを学校の月
目標や学級の目標にする。
・児童会役員中心にそうじ強化
週間を実施する。

生活

肯定的評価の児童
の割合（％）
（自己評価） 80

○情報を積極的に発
信し，開かれた学校
づくりを推進する。

・学級・学年・学校便りや
ホームページによる情報発
信を行う。

教務

月1回以上更新し
月300回以上のア
クセス数

100

○適正な加配等の
活用と教育課程管
理を行う。

・指導方法工夫改善を適切に行
う。週案・実績簿・出席簿の適
正な記入と整合性を毎週確認。 教務

計画通りに実施
（形態・時数・研
修内容等） 100

　
信
頼
さ
れ
る
学
校

特
色
あ
る
学
校

知

◎基礎学力の
徹底を図りま
す。

◎ことばの
力，論理的思
考力を育てま
す。

◎学習規律と
家庭学習の定
着を図りま
す。

◎挨拶のでき
る子を育てま
す。

◎大田小学校
の伝統をさら
に高めます。

◎法規法令の
遵守・開かれ
た学校にしま
す。

ｅ　評価指標ｃ　短期経営目標

知
・
徳
・
体
の
基
礎
・
基
本
の
徹
底

徳

◎自信と意欲，
思いやりのある
子どもを育てま
す。
◎夢を持ち，一
生懸命取り組む
子どもを育てま
す。

体

担
当
分
掌

ｄ　目標達成のための方策 ｍ　改善案

評価計画

ｉ
評
価

ｈ
達
成
度

ｊ　結果と課題の説明 ｌ　コメント

ｆ
目
標
値

ｂ　中期経営目標

自己評価

【自己評価　評価】
　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　 Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　Ｃ：　６０≦（もう少し）＜８０　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　　イ：自己評価は適正である。
　（人数） 　　 　ロ：自己評価は適正でない。
　　　　　　　　　 ハ：わからない。

平成２２年度　世羅町立大田小学校　自己評価表

ｋ二次評価

大きな夢をもち，心豊かにたくましく生きる子どもの育成
―歴史と伝統ある大田小学校をみごとに閉じ，世羅小学校へつながる土台をつくります―

　　　めざす姿　「落ち着きのある学校」「意欲のある児童」
　　　　　　　　　○「あいさつ・姿勢・一生懸命」の精神が貫かれた学校
　　　　          ○自己肯定感を高め，意欲を育てる教育活動

　　担当分掌　　知＝知の推進部（研修）　徳＝徳の推進部
　　　　　　　　　　体＝体の推進部　　　　　　生活＝生活指導部
　　　　　　　　　　教務＝教務部

学校関係者評価

◎「自力解決時のノートの記述」レベル

◎あいさつのレベル

0 書けない

1 自分なりの考えを書いているが、筋道だてて書けない。（単語のみ、算数の答えのみ、など）

2 自分なりの考えを筋道だてて書いている。（算数は、式、答えを自分なりに書いている）

3
自分なりの考えを自分なりに書き、なぜ、その答えになったのか、国語は叙述を基に、算数は図や言
葉で説明を書くことができる。

レベル１ 声をかけられてから，小さくあいさつを返す。

レベル２ 声をかけられてから，相手の方を見て，あいさつを返す。

レベル３ 自分の方から，会釈をしながら，あいさつをする。

レベル４
自分の方から，立ち止まり，会釈をしながら，はっきりとあ
いさつをする。

レベル５
自分から立ち止まり，笑顔で，会釈をしながら，大きな声
であいさつをする。

世羅中学校区小中連携推進委員会生徒指導部会


